
煮
沸
免
疫
一
冗
ト
レ
－
プ

ハ
上
澄
液
ト
漉
過
液
ト
何
レ
ガ
優
秀
ナ
リ
ヤ

開t

腸
容
．
扶
斯
菌
煮
沸
兎
疫
元
最
小
微
粒
子
ノ
大
サ

〈
昭
和
四
年
六
月
十
五
日
受
付
〉

京
都
常
国
大
接
盤
墜
部
外
科
畢
研
究
室
（
烏
潟
教
授
指
導
）

誇ー

師

署
皐
士

猪

木

隆

【
内
容
妙
鍛
】
腸
翠
挟
斯
前
／
肉
汁
凶
十
八
時
間
培
養
（
一
・

O
施
中
含
商
量
ハ
約
0
・
0
0
二
八
路
）
ヲ
識
氏
百
度
－
一
テ
沸
騰
シ
ッ
、
ァ
ル
重
湯
煎
中
＝
テ
三
十
分
間
煮
沸
シ
、
自
然
＝

冷
却
ス
ル
ヲ
待
チ
テ
遠
心
シ
、
肉
眼
的
＝
金
ク
透
明
ナ
ル
液
ト
ナ
シ
、

0
・
五
%
ノ
割
合
ユ
石
炭
駿
ヲ
加
へ
テ
上
浸
液
ヲ
得
。
夏
＝
つ
／
上
澄
液
各
々
一
五

O
銘
ヲ
取
日
、
之
レ
ヲ
町
、

ジ
ル
ベ
ル
シ
ュ
ミ
ッ
ト
立
つ
斗
刈
叶
及
ピ
引
引
油
価
過
器
ヲ
使
用
シ
水
銀
柱
四
O
粍
／
陰
歴
ヲ
以
テ
鴻
過
シ
夕
日
。
卸
チ
上
澄
波
、
副
議
、
叶
川
吋
引
司
引
油
価
液
、

叶
川
叶
汁
判
川
吋
鴻
波
及
ピ
引
什
ぺ
刈
減
液
ヲ
得
タ

p
。

勝
間
重
二

0
0
0
武
内
外
／
健
常
家
一
見
二
頭
宛
ヲ
一
群
ト
ナ
シ
各
種
免
疫
元
0
・
五
施
及
ピ

7

0
路
ヲ
耳
静
脈
内
－
一
注
入
シ
此
等
／
免
疫
的
効
果
ヲ
血
清
凝
集
償
＝
閲
シ
テ
比
較
シ
9
ル

〈
一
〉
免
疫
元
0
・
五
銘
注
射
／
場
合
－
一
テ
ハ

上
澄
液
V
U
糠
液
V
ペ
川
什
計
斗
川
川
袖
仙
波
V
ジ
ル
ベ
ル
シ
ュ
ミ
ッ
ト
滅
液
V
－
ヲ
イ
へ
ル
澱
液
／
順
序
一
一
テ
崎
集
素
ノ
産
生
能
力
ヲ
示
シ
9
リ。

（
ニ
〉
免
疫
元

7

0
施
注
射
－
一
テ
ハ

V
M
鴻
液
V
4川
利
引
引
刈
叶
滅
液
V
上
澄
液
V
川
引
引
川l

利引パ、、
J

ヅ
ド
鴻
液
V
引
川
川
川
鴻
淡
ノ
順
位
ヲ
一
京
シ
9
リ。

疋
ユ
上
澄
液
－
一
就
キ
テ
陶
土
減
退
管
ト
免
疫
元
吸
着
現
象
ノ
閥
係
ヲ
凝
集
反
舷
及
ピ
蛋
白
窓
一
索
、設

＝
テ
比
較
セ
ル
結
果
、
免
疫
元
五

O
蛇
以
上
－
一
ア
リ
テ
ハ
吸
着
作
用
ρ

品
川
ン
ド
願
慮

ス
ル
＝
足
ラ
ズ
シ
テ
、
陶
土
憾
過
管
透
過
／
影
響
－
一
ヨ
リ
テ
免
疫
元
性
能
働
カ
ュ
優
劣
ヲ
来
セ
ル
理
由
ハ
一
部
分
泌
過
管
壁
内
＝
保
留
セ
ラ
ル
、
＝
起
因
シ
、
叉
可
凝
蛋
白
四
世
素
量
ト
各

稜
免
疫
元
ノ
注
射
＝
ヨ
リ
テ
獲
得
シ
F
ル
凝
集
素
産
生
ノ
程
度
ト
ハ
連
行
ス
ル
モ
正
比
例
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ
成
績
ヲ
得
タ
リ
。

以
上
ノ
賓
験
結
果
ハ
腸
望
挟
斯
繭
煮
沸
免
疫
元
ノ
最
小
粒
子
ハ
凡
テ
陶
土
壁
ヲ
透
過
シ
、
ソ
ノ
大
サ
ハ

0
・
一
六
乃
至
0
・
二
「
ミ
ク
ロ
ン
」
ヨ
リ
小
－
一
シ
テ
叉
カ
タ
ノ
知
キ
上
澄
液
ヨ

p

モ
蛋
白
檀
微
粒
子
ノ
夏
で
小
且
ツ
毒
カ
弱
小
＝
シ
テ
而
カ
モ
「
ホ
モ
ゲ
l
y
L
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
多
タ
含
有
ス
ル
鴻
液
／
方
ガ
一
一
府
優
一
良
ナ
ル
免
疫
元
ナ
リ
ト
ノ
熔
信
三
到
達
シ
タ
リ
。

－
、
緒
言
！
買
駿
ノ
目
的

細

商

健

ノ

浮

誹

液

ナ

Y
「
ワ
ク
チ
ン
」
ニ
ア
ヱ
成
A

水

溶

解

性

細

菌

性

物

質

ノ

ミ

ニ

シ

ア

商

関

ヲ

合

有

セ

ザ

Y
煮
沸
免
疫
元
－
一
－
プ
モ
免
疫
一五

ト
シ
－
プ
作
用
ス

Y
モ
ノ

A

元

来

如

何

ナ

Y
化

皐

的

物

質

ナ

y
ヤ
ノ
問
題
－
一
向
ツ
ア
A

未

ダ

明

白

ナ

Y
解
答
保
守
。
然
レ
ド
モ
兎
ニ
角
－
一
蛋
白

第
六
巻

F『

原

著、.... 

猪

木

八
七
五

〈
第
問
就

七
一
）



第
六
巻

r-、
原

箸
w 

1芭

オミ

八
七
六

〈
第
四
披

七
二
）

岨
師
、
類
脂
瞳
乃
至
A

此
ノ
雨
者
ノ
結
合
セ

Y
類
脂
蛋
白
骨
ナ
Y
ガ
如
シ
。
而
ジ
－
ア
従
－
プ
一
一
樫
ノ
腰
質
ナ
Y
ガ
如
シ
。

卸
チ
煮
沸
免
疫
元
A

一
一
棟
ノ
膝
質
ガ
水
中
ニ
分
散
シ
ア
微
粒
子
ト
ナ

y
居
Y

モ
ノ
ト
理
解
セ
ヌ

Y
。
謹
一
一
一
於
－
ア
カ
葉
ノ
微
粒
子
ノ
大
テ
A

何
程
位
ナ
Y
ペ
キ
カ
ノ
問
題
起
Y
。
マ
タ
其
ノ
開
脂
質
微
粒
子
A

如
何
ナ
Y
程
度
ニ
於
ア
陶
土
壁
ヨ
リ
ノ
吸
着
セ
ラ

Y

、
ヵ
等
ノ
問
題
起
y
。

故
ニ
余
等
A

本
報
告
一
一
一
於
－
プ
コ
敷
種
ノ
陶
土
浦
過
管
ヲ
選
ピ
、
等
歴
ノ
下
－
一
、
一
定
量
ヲ
櫨
過
シ
、
此
等
ア
夫
々
見
疫
元
材
料
ト
シ
ア
家

兎
ニ
注
射
シ
、
凝
集
反
膝
ヲ
指
標
ト
潟
ジ
ア
該
見
疫
元
ノ
免
疫
賦
輿
能
力
ヲ
比
較
研
究
ジ
、
以
ア
腸
窒
扶
斯
蘭
煮
沸
免
疫
元
A

各
積
陶
土
滅
過

管
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
如
何
ナ
Y
程
度
－
一
透
過
ヲ
閉
止
セ
タ
w
y

、
ヵ
ヲ
質
験
結
果
－
一
匡
シ
上
波
液
及
ピ
櫨
液
ノ
有
ス

Y
凝
固
蛋
白
韓
合
量
ト
葉
ノ
兎
疫

効
果
ト
ノ
相
互
関
係
ヲ
悶
明
シ
以
ア
煮
沸
免
疫
元
ト
シ
ア
A

純
培
養
煮
沸
上
波
液
ト
同
業
沸
漏
遁
液
ト
、
何
レ
ガ
果
シ
ア
優
良
ノ
品
質
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
カ
ヲ
決
セ
ン
ト
欲
ス
。
是
卸
チ
本
研
究
ノ
目
的
ナ
リ
。

二

、

賓

験

材

料

（
一
）
腸
窒
扶
斯
菌
煮
沸
免
疫
元
（
上
清
液
）

肉
汁
四
十
八
時
間
培
養
腸
窒
扶
斯
菌
（
悲
液
一
蛇
中
ノ
商
量
約
0
・0
0
二
八
詑
）
ヲ
端
氏
百
度
ニ
ア
沸
騰
ジ
ッ
、
ァ
Y
重
湯
煎
中
－
一
ア
三
十

分
開
業
沸
シ
、
向
然
－
一
冷
却
ス

Y
ヲ
待
チ
ア
、
六
千
廻
縛
二
十
五
分
間
遠
心
シ
、
之
レ
ヲ
再
ピ
六
千
廻
特
二
十
分
間
遠
心
ジ
ア
得
タ
Y
上
湾
被

ヲ
菌
誼
ノ
混
入
セ
ザ
Y
様
注
意
深
ク
採
取
シ
、

0
・五
M
W
ノ
割
合
－
一
石
山
灰
酸
ア
加
へ
、
質
験
－
一
供
セ

y
。
コ
』
印
チ
肉
眼
的
－
一
金
グ
透
明
ナ
Y

上
湾
液
ナ

y
。

（
二
）
陶
土
鴻
過
管
種
類
。

（
イ
）
川
鴻
遁
管
。

（
ロ
）
ジ
ル
ペ

Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
縮
過
管
。

会
）
ぺ

Y
ク
ブ
エ

Y
ド
滅
遁
管
。

（
ニ
）
タ
イ
へ

Y
端
過
管
。



〈一ニ）

M
滅
液
。
ジ
山
戸
ぺ
w
y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
櫨
液
。
ぺ
w
y

ケ
フ
エ
ル
ド
鴻
液
及
ピ
ラ
イ
へ
w
F

描
液
。

前
記
四
種
ノ
陶
土
鴻
過
管
ヲ
使
用
シ
、
水
銀
柱
四
十
粍
ノ
陰
魅
ア
以
ア
、
前
記
ノ
上
按
液
各
々
百
五
十
托
ヲ
正
確
ニ
鴻
過
ジ
、
此
等
ヲ
夫
々

免
疫
元
ト
ジ
ア
使
用
セ

y
。

第

各
種
穂
過
管
ノ
比
較

表

百華
率比 重 吸I慮 主事比量重 況華 内 長 鴻

過 八鴻ジ
量 引セ過後

過

γI(過管ベFレ
勢人一重J2ルシ ~ エフ

前 過
終 増 Jレ夏

乾燥
時了

／）レ

減
後ニ 管

7増シ ノ十 時
問 0加ユ

、＿，
重五 ．量ユ Jレ ／ 手重

比 ト量ミ 比 量分 ♀合ミトード 重
較 スてさツ 較 問 トコツス了滅 量 径 サ B'l 

プト ス子ト~過

一
L3 

一 一 五 瀦
時 一

一 ムF、 七 一 一 。五 五． 過間 一． ． ．． ． ． ． 
ム 四 ::lL 。

一 一 。。声晶雪，、
一室一

ム，、 瓦 瓦 。八． 支 粍 粍

ミー． シ, 
一 ・ソ Jレ
時 一 ー 一 ム，、 トベ
間 一 一一 玉． 一 一 一 。祖霊Jレ一 一一・

一
． ． ． ． ． ． 

過管ユシ十 八． 九 。。 。。
分 。瓦 叉 。」，日、 叉 粍 粍

一
ドペ

時
i偽レ

一 一 一 ム 過ケ
間 一 一 ，、

一 五 ~ 。 一 主王 。管7
ー十

，、
． ． ． ． 

エ己

-:n. F、 一 九 九 。A 。。
分 一 瓦 瓦 四 。主主 粍 絡

Jレ

一
管ラ

時 一 一 イ

一 三氏 四 へ
間 一
ヨ玉 一 九 占，、 ムF、 i¥ 五．

四
Fレ

． ． ． i憶
十 九 一 四 四 i¥. 。五：
分 占，、 京 支 一 。玄 粍 粍 過

（
四
）
凝
集
反
臆
検
査
用
菌
液
。

寒
天
斜
面
四
十
八
時
間
培
養
腸
窒
扶
斯
蘭
苔
ヲ
取

叫
ノ
、
コ
レ
－
一
生
理
的
食
盟
水
ヲ
混
夕
、
夏
－
一
一
一

0
・五
M
F

ノ
割
合
－
一
石
山
沢
酸
ヲ
加
へ
、
生
活
菌
健
ナ
キ
事
ヲ
確
メ

タ

Y
モ
ノ
ナ
η
ノ
。
其
基
液
了

O
路
中
ノ
商
量
A

約
0
・

0
0
一
回
路
ナ
リ
キ
。

三
、
使
用
セ
ル
陶
土
浦
過
管
Z
就
キ
テ

（
一
）
各
種
陶
士
鴻
過
管
ヲ
容
積
ノ
大
ナ
Y
モ
ノ
ヨ

y

順
衣
ニ
記
セ
バ
、
ト
フ
イ
へ

川
滅
、
過
管
、

M
減
過
管
、

d

－

Y
ケ
プ
エ

y
r・
鴻
遁
管
ノ
順
序
－
一
シ
ア
、
刊
V
Y
ペ
w
F

シ

ュ
ミ
ッ
ト
減
遁
管
ノ
容
積
A

最
小
ナ
η
ノ
。
重
量
ヲ
比
較

ス
レ
バ
ペ

Y

ケ
フ
エ
w
y

ド
最
モ
軽
ク
、

ジ

Y
ペ
w
y
U
J

ユ

ミ
ッ
ト
A

之
ヨ

9
毛
重
ジ
。

更
ニ
陶
土
浦
池
管
ヲ
以
－
Y

上
滋
液
一
五

0
・
0
括
ア

漉
遁
セ

Y
後
－
一
於
ヶ
Y
重
量
及
ピ
重
量
増
（
減
）
ノ
程
度

毛
第
一
位
ラ
’
イ
ヘ
ペ
第
二
位
川
、
第
三
位
ぺ

Y

ケ
プ
エ

Y
ド
、
第
四
位
ジ
Y

ぺ
Y

引
汁
引
り
ノ
順
序
ト
ナ

v
y
。

第
六
容

F『

原

木

著
L」

猪

八
七
七

（
第
四
球

ーヒ
、甲，，



第
六
巻

F『

原

箸
L」

5者

木

八
七
八

（
第
四
競

七
四
〉

（
二
）
鴻
過
－
一
際
シ
ア
A

透
明
ナ
Y
上
液
液
一
五

0
・
0
括
ヲ
終
始
同
一
ノ
腿
力
（
除
腫
水
銀
柱
四
十
粍
）
郎
チ
同
一
一
俊
件
ノ
モ
ト
ュ
櫨
過
セ

y

（
三
）
陶
土
滅
過
管
ノ
吸
引
速
度
A

総
過
管
自
己
一
一
ア
リ
ノ
ア
A

最
初
ヨ

9
終
マ
デ
其
速
度
－
一
殆
ン
ド
大
差
ヲ
認
メ
ザ

y
シ
モ
、
各
種
鴻
過
管
－
一

就
ア
比
峡
ス
レ
バ
、
業
差
異
明
瞭
ニ
ジ
ア
印
チ

M
及
ピ
吋
ペ
引
引
斗
川
判
滅
、過
管
A

減
過
精
々
容
易
ナ
Y
毛、

山Y
－

Y｜〈
刈

利
引

引
け
れ
及
ピ

引
ぺ
川
減
過
管
－
一
－
プ
A

滅
過
速
度
緩
漫
ナ

y
o
y
ノ
一
五

0
・
0
括
ヲ
漉
過
ス

Y

－一要ス

Y
時
間
A

第
一
表
－
ご
不
サ
レ
タ

y
。

四

、

賓

験

方

法

貫
駿
ノ
目
的
ト
ス

Y
蕗
A

鴻
過
前
ノ
煮
沸
兎
疫
元
上
澄
液
ト
此
ヲ
以
ア
各
種
陶
土
鴻
過
管
ア
透
、
過
ジ
ア
得
タ
M
F

鴻
液
ト
ノ
間
ノ
免
疫
元
性

能
働
力
ノ
比
較
－
一
ア

Y
ガ
故
－
一
各
種
免
疫
一
克
ノ
一
定
量
ヲ
一
回
限
y
、
動
物
－
一
注
射
シ
、
何
？
ア
得
タ
M
F

血
中
産
生
抗
健
ノ
検
査
A

総
－
プ
同
一

保
件
ノ
下
二
地
行
ス

Y
ノ
方
針
ヲ
取

y
タ
7
0
（
数
回
免
疫
元
ヲ
注
射
ジ
タ
Y

－一－
7
A
其
結
果
複
雑
ヲ
極
メ
異
－
一
其
優
劣
ア
判
定
シ
難
シ
。
従

ア
此
ノ
如
キ
研
究
方
法
－
一
一
環

y
タ
Y
質
験
結
果
－
一
A

債
侃
ナ
シ
）

先
グ
試
獣
－
一
A

ニ・

O
野
内
外
ノ
鱒
重
ヲ
有
ス
U
Y

健
康
家
兎
ア
選
ピ

タ
リ
。
上
澄
液
、
川
櫨
液
、
ペ
wy

ケ
フ
エ
山
戸
ド
鴻
液
、

判
J

州
叫
UF

L
m

ユt

uー
川
減
液
、
及
ぜ
到
叫
べ
μ
川
減
液
／
五
積
類
ヲ
各
々

0
・
五
括
及
ピ
了

O
括
｛
却
一
群
二一
頭
ノ
家
兎
耳
静
脈
内
－
一
注
射
シ
、
以
ア
注
射
前
及
ピ

注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
、

二
十
日
目
ノ
五
回
ユ
採
集
セ

Y
家
兎
血
清
－
一

ツ
キ
標
準
腸
窒
扶
斯
菌
ユ

一割
ス
Y

凝
集
償
ヲ
測
定
シ

タ

y
。

五
凝
集
度
腰
検
査
方
法
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。、。、口 0 ~ て、 o 8 -C) 、競別量後目 。 、 o 0 0 、＝ 0 ・ O==.  3£._u 口・ 9 、一、 8 S' - 0 D ー ハ一 ーロ

／宙型守疋 五口五－ 0ニ且ニ一ロ五手芸，一五ニ o一 瓦 － 五0 五ニ 4ニ晶ー玉ー

注射前

四
，ミ－ 五 日目 締官＋締官＋情 1:tt併 flt 十時 f時 f叶＋＋＋＋ IF ー
yレ・ 注
ケ。 十 日目 甘十甘十廿十廿f 廿f 甘f 廿十廿十 甘十刊十廿十＋＋ ＋ ＋ 
フ耗 射

情情怖情｝｝十情情世情＋＋＋＋＋＋｜一一一エ己 十五日目
競 Jレ 後

ド 二十日目 ｜叶怖情骨骨刑情叶＋＋＋＋＋十七二二二
百怠
液 注射前

四
情情情背骨怖怖情情＋＋＋＋＋｜一一一一五日目

十 －注。
十日 目 情情情情情情情叶＋＋＋＋＋｜一一一一一

一 銘 身す一

波
十五日目 tit 廿 十 情 甘 十 骨 骨 廿 十件＋ 一一一一一一一

後

二十日目 情怖甘十怖廿十冊＋＋＋＋ 一一一一一一一

ノ、

巻

【
原
著
】

猪

木

第＋三表 ヲイヘル穂波ー・0路ヲ以テ得タル家兎血清凝集債

八八五

~！~！f詰~~~
ー~ - _-. ．三三 fつ~ プ陀主て連 ノCコ、 c一cココ

ニCコエ 回 ヨ三 ノ0、 ー乙一コ f' 竺コユ cロV司ココ ノcとコ、~ ~コココ ~ C・コ~ bコ ニO二 Cコ ロ ロ
亡コ Cコ Cコ cコ Cコ 己コ Cコ Cコ Cコ

Cコ仁コ 、

番｜種
Cコ 、 亡コ cコ

Cコ Cコ 亡コ． cコ、 亡コ 亡Cココ cコ、 2ココ 、 Cコ

t皮BIJ Cコ、 c一コ Cコ、 C一コー、 cコ、 cコ、 §：＿コ、J ~コ－コ ~コ3・ ζ；一2てコ・コ屯 f.:コ、J 三~三コー と2つココ 三~一正、e ~コ3コ- Cコ、
Cヨコ1. 三ー1'f. Sコ 二3'i".ユ ：＿コー Cミて~コLコ 三ニ正二 三ニE二L ：＝一コ ー三正一， 三C正コ 三ニ正二 三ニ昆ュ ー三且－ ニヨエ込 c町ーコ

注射前 一一一一一一一ー一一一
四

ヲーー 五日目
十 イ 注

，、 0 十日目 村十 官十 ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ 一一一一一一一一一一一 一一
1レまE射

続
話量 十五日目 ＋＋＋＋＋＋＋＋＋  一一 一一 一一 一一 一 一一
液 後

二十日目 一一一一一一一一一一 一一
」

註i射前 一一一一一一一一 一一一一一 一
四

一 五日目
十 注。

十日目 + +E－一一一一一一
(l_Lj まE身す

競 後
十五日目 情＋＋ ti++j一一一一一一一一一一一

二十日目 件＋ E－ー一一一一一一一一一

（
第
凶
披

，，、

、』J



第
六
巻

，...、
原

著
"-' 

号E

木

八
八
六

（
第
凶
務

八
二
）

叩ノア
λ

平
均
二
十
五
克
ノ
増
加
ア
示
ジ
タ

9
0
（
第
八
表
）

（
二
）
何
レ
ノ
場
合
ニ
於
ア
モ
五
日
以
後
－
一
A

凝
集
償
著
シ
ク
高

7
9
、
ト
川
癒
液
一
例
ノ
ミ
、
十
日
目
ニ
、
ソ
ノ
他
A

凡
ア
五
日
目
ニ
シ
ア
最

高
凝
集
債
一
一
定
シ
時
日
ノ
経
過
ト
共
－
一
漸
究
下
行
シ
タ
リ
ノ
。

（
三
）
五
日
目
ニ
於
ケ
Y
凝
集
債
ノ
範
園
A

上
澄
液
ノ
場
合
A

千
倍
ヨ

y
四
千
倍
ヲ
示
シ
、
（
第
九
表
）
削
減
液
ノ
場
合
A

四
千
倍
ヨ
廿
ノ
八
千
倍

ヲ
示

γ
、
（
第
十
表
）
、
ジ
ル
ペ

Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
鴻
液
ノ
場
合
A

ニ
頭
共
二
千
倍
ヲ
示
シ
、
（
第
十
一
表
）
、
ペ

Y
ケ
フ
エ

Y
ド
鴻
液
ノ
場
合
こ
ニ
千

二
百
悩
ヨ
リ
六
千
四
百
倍
ヲ
示
ジ
、
（
第
十
二
表
）
、
－
フ
イ
ヘ

Y
鴻
液
ノ
場
合
A

南
者
共
僅
カ
ニ
四
百
倍
ヲ
示
ス
ニ
遁
ギ
ザ

y
キ
。
（
第
十
三
表
）
。

（
四
）
最
両
凝
集
償
千
倍
以
上
－
一
達
ジ
b
y
y

モ
ノ
七
上
積
液
、
制
鴻
液
、
利
川
寸
バ
刈
斗
引
刈
川
鴻
液
、
及
ピ
吋
川
州
オ
ベ
川
川
引
鴻
液
－

4

4

プ
、
判
滅
液
最
モ
高
ク
、
吋
バ
列
引
判
川
判
鴻
液
、
上
澄
液
、
バ
州
寸
川
利
引
引
川
つ
ト
癒
液
ノ
順
序
ヲ
示
セ

y
。
到
什
ぺ
J

川
滅
液
ノ
場
合
A

千

倍
以
下
ニ
シ
ア
最
モ
劣
弱
ナ
リ
ノ
キ
。

（
五
）
二
十
日
目
ニ
各
血
清
ノ
示
シ
タ
Y
凝
集
償
A

上
澄
液
A

二
百
倍
ヨ

y
千
六
百
倍
ヲ
、
判
滅
液
A

二
千
倍
ヨ
リ
三
千
二
百
倍
ヲ
、
ジ

Y
ベ

w
y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
総
液
A

二
例
共
八
百
倍
夕
、
ぺ

Y
ケ
フ
エ

Y
ド
鴻
液
A

千
倍
ヨ
リ
三
千
二
百
倍
ヲ
、
引
引
ベ
J

川
鴻
液
A

ニ
例
共
八
十
倍
ヲ
示
シ

タ
η
ノ。（

六
）
州
、
ジ
Y

ペ
Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
及
ピ
ベ
ル
r

ク
プ
エ
w
y

ド
鴻
液
ノ
場
合

A
0
・
玉
蛇
注
射
ノ
一
場
合
ヨ
ソ
モ
一
・

O
托
注
射
ノ
場
合
ノ
方
ガ

凝
集
素
産
生
大
ナ

y
キ
。
之
レ
ニ
反
シ
上
澄
液
及
ピ
外
什
べ
州
鴻
液
ノ
場
合
－
二
注
射
量
C
・
五
括
ノ
場
合
ト
殆
ン
ド
等
ジ
カ
リ
’
キ
。

八
、
賢
輪
第
三
。
吸
着
現
象
試
験

－
フ
イ
へ
w
y

陶
土
縮
過
管
ア
電
気
艦
－
一
掃
入
シ
47
約
一
時
間
赤
熱
セ
シ
メ
、
以
－
プ
附
着
セ
Y
有
機
物
ヲ
全
部
除
去
シ
、
数
時
間
ノ
後
冷
却
ス

y

ヲ
待
チ
、
夏
－
一
揖
氏
百
五
十
度
－
一
－
プ
一
時
間
乾
燥
滅
菌
ヲ
施
シ
、
自
然
－
一
冷
却
ス

Y

7
待
チ
－
ア
使
用
セ

y
。

先
グ
上
澄
液
五
五
・

O
乃
至
五

0
・
0
括
ヲ
無
菌
的
－
三
汁
什
叶
刈
陶
土
滅
、
過
管
底
へ
注
ギ
込
ミ
約
一
時
間
竿
ノ
間
静
カ
ュ
手
ヲ
以
－
プ
振
設
シ

タ
Y
後
室
温
ニ
ア
二
十
四
附
開
放
置
シ
、
管
底
ニ
於
ケ

Y
残
留
液
ヲ
質
駿
一
供
シ
タ

y
o
但
本
質
験
－
一
於
ケ
M
F

吸
着
作
用
A

濃
厚
ナ
Y
煮
沸
兎



疫
元
五

0
・
0
耗
以
上
ノ
用
量
範
固
－
一
ア
リ
ア
A

其
見
疫
元
性
能
働

力
二
殆
ン
ド
差
異
ヲ
認
メ
得
ず

9
キ
。
故
－
一
上
澄
液
五

0
・
0
ノ
吸

着
試
験
ノ
ミ
ヲ
記
載
ジ
タ
リ
ノ
。

郎
テ
家
兎
第
六
群
－
一
A

段
着
上
澄
液

O
＆
二
五
日比
ヲ
家
兎
第
七
群

二
A

吸
着
上
溢
液

0
・
五
路
ァ
、
同
時
－
一
一
割
照
ト
シ
ア
第
八
群
－
一
A

上

澄
液

0
・
二
五
耗
ァ
、
第
一
群
－
一
A

上
澄
液

0
・
五
路
（
貫
験
第
一
及

ピ
第
三
表
盗
照
ス
ペ
シ
）
ヲ
夫
々
一
回
限

y
耳
静
脈
内
－
一
注
入
シ
、

第
＋
回
表

原上澄煮測免疫元及ピ吸着後上澄煮沸免疫元注射
後ノ家兎憾重ノ推移

上澄液

吸着土澄波 i-l己店寄f就主草元主射注家兎免壁ι 。 。 。。
． ．．  
ヨi 三一一且 五豆

十十一一 一一一一
十十 十十十十

四 三 六五： 怯，］ ＝＝ 一 一一一
♀ ♀ 0 0 ♀ 0 i;i ♀ 性

一 ー一一一一 一一一 一 ,..... i:t 二 五 三 二 一一一 一 京射五 O 五五 三 O 五三
0 0 Q 0 0 0 0 0 

）前

一一一一ーーーー・ a・・・4・ －・－ ---"' ．． 事国a ・司圃－ __.. ＿＿＿.・
五二凶三二 0 0 一二

五 O 五五 0 ニ 0 五
日 泣0 0 0 0 0 0 0 0 

一 ー
- __J ____., - 射一一一 十八三三二 0 0 一二 後

五 O 八四 二五 二 O
日0 0 0 0 0 0 0 0 ／ 

ー 一一一一一 ー一 ー一一 経一一一一 - －・・・4・ －・・4・ ．．． 『d・
寸・二五四二 0 0 一二

。一三五 三 O 九四 五： 過
0 0 0 0 0 0 0 0 日

日
一一一一 一一 一 一ーーー・ ・・ー・ - ＿＿＿.・ 一 数一凶凶二 0 0 一三
- 0 0 三 二二二 O 十

0 0 0 0 0 0 0 0 日
戸、 F「 〆ー、
一一 〆聞、 ー－ ，.「〆「 増
四 0 五二 一八＝

減0 0 0 0 0 0 0 七
、d 、J 、J '-' '-' '-' 0 

第
六
品
位

F園、

原

著...... 

猪

木

吸着・後上澄液0・二五沌ヲ以テ得タル家兎血清凝集償

罫許免 －ー _.... - 三ー三－ ... z‘ミ ノc、コ ~コココ) 
§, ~ヨコ ヨ亡コ五 ノ己ム、コ ー~コーコ ニ2二ココ 区亡C司コJ ノ2、ココ c丘Fてコ二コJ プ2ココt 一C仁CココJ 2ーコーコ， ~「ココ3 ~コ2コ4 fコ， 

7C Cコ
Cコ、

番種 Cコ 、 ~コココ CコCコ， Cコ、口。、口 0 8 、 g 0 

51tB1J 。 C一コ口口。 Cコ、口 c口コ Cコ、 cコ 、~ §，ーiコL －五，ー、《口空25 、、 sコ 、 ーー 、 ζニJ CJ - fコ， '.i-匂J 2ココーー ーー？ 
忌ヰ ヨ三 一 且ニ二L Cコ 宮Cコ正 式二二；＿ 三ニエ五 ーー ヨニニ王一 c室一コ玉 ニ三ーュ五 ー当ーーi・ ヨ－三 一

注射前 ヨ一一一

1五日目 情情怖怖怖情情 +t ++ + I-=-二一一一一寸4

者二 法

情情叶＋＋ + F一一－ ：：：：一一上一 射 十日目
澄王｛．

t克
液まEf一·~ 十五日目

二十日目 情叶怖怖＋＋＋＋E－一一一

注射 前 主E一一一一一一一一一一一
一

。 五日目 tt十甘十甘十怖廿十計十甘十甘十＋＋ ＋ 
法

十日目 十↑十廿十廿十官f fH 刊十甘十＋＋ + 一一一一 一一一・ー一 壬i射

｜銑i
立E 十五日目 廿f 什十 tit 廿十廿十竹村＋ ＋ 一一一一一一一一

i圭

二十日目 怖情情叶＋＋ H ++I- 一一一一 一一 ー

第＋五表

八
八
七

〈第
四
銑

八－－
一）



第＋穴表 吸着後上澄液0・五施ヲ以テ得!J）レ家兎血清凝集仮

家（号芯1弓ーで戸三：：三岡強＇＼lg ミ E 三_ti 三~ ~ ~ ~ ~喜三三己

情叶術情柿惜＋＋＋＋＋｜－

情情叶＋＋＋＋＋｜一一一一一一一l 二十日目ぽ~

I:¥ ~＼＃.~＇~ ~ ~ ~ ~ ~ tt 
慨

後 l十五日目 Ittt ttt術情 ttt 併付＋ト

二十日目 Ittt tt十愉術情＋十件

第＋七表 吸着前上澄液0・二五括ヲ以テ得!J）レ家兎血清凝集償

家語訳 ーー・ ー－ 二二二 三三 ~且ココ;;, プζ ノ、 c:> 

兎
ニ思き§ A ーgー~エ＇ bヨノD、 8コ芳g、いζニJ 二い＝ 0 bコ亡Bコ

元苅
亡コ Cコ cコ Cコ cコ Cコ Cコ ιJ Cコ

Cコ
Cコ、

番種注 Cコ、 C勺sコ) cコCコ cコ『 Cコ Cコ、

.81/ 射量
、 亡コ 、 ~コココ cコ CJ 、 亡 Cコ

波
cコ cコ Cコ、亡コ cコ 、 cコ ー－ cコ‘

Cコ 、 亡コ Cコ Cコ 、 cコ Cコ 、 亡コ と三． ~コココ 三F丘可 ζコ ~コココ、 cコ 、ー一 、 cコ cコー－ cコン＇ L:コー一 一一
cコ ヱユ cコ ニエ cコ cコ ニニ 二ニ包＝ 」 d 三ニ正エ 三C正3 二二 三ーEー 三ニ五エ ょニ4二ヨ三品ι ーー三5. 』－ 3L ヨ玉 ーー ヨ五 ーー

注射前
一
一

制情料情併情叶怖＋＋＋｜一一一一一←十上？詮 五日目

回・澄二h：射
十日目

I~ 
十五日目 ff十術情廿f ttt t十什＋＋＋ー一一一一一一I~ 後

液 二十日目 情怖併併＋＋＋＋＋＋＋｜一一一一一一一一

注射前 一一一一一 一一一一一一一一一一一一
一

悦情併情怖併怖怖＋＋＋＋｜一一一一一<? 注
五日目

十

ム ま... ~t 
十日目 計吋情併叶情＋＋＋＋＋＋｜一一一一一一，，、

ii!j 
十五日目 情怖怖情怖＋＋＋＋＋＋｜一一 一一一一競 後

二十日目 情術情情情＋＋＋＋＋｜一一一一一一一一

第

考書

F『

ι事E

著、....t

猪

* 

八
人
入

（
第
凶
依

八
問
〉



凝
集
債
ノ
大
小
及
ピ
其
推
移
ヲ
観
察
シ
タ

y
。0
・
五
括
注
射
質
験
A

第
一
貫
験
（
免
疫
一
五
用
量
0
・
五
耗
宛
ノ
比
較
）
ト
同
時
同
列
－
一
行
ヒ

悲
二
吸
着
現
象
ノ
ミ
ヲ
一
括
ジ
ア
記
載
シ
タ
9
0

ジ
モ
、

第
＋
八
表

吸者前及ピ後／上澄液ヲ以テ得タル
平均綬集償ノ時日的推移

上 I萱 液 吸着上澄液
種疫免

別元。 。 。 。 注
． ． 

《射
五 一 五 一

一 一 邦 最
互干． 五 、』d

一一
卒十十

平 一 一
均平十干一 均卒 十一 一十 披著書 兎家

均 間三
均 十十

六 ヨ＇・ 問ュ

注
三一五 一一 四四五 ー 射一 一一一
＝宍 O 八六 O 五 0 0 0 0 0 自t

二一四 一 ー 五
一 一一 一 ー一 一

五 0 0 八 O 六 六 O ニ 八 O 六
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 法

ー－ ー一一
十 射

ー－ ー一一 一一 一
0 八二 三六 O 八六 O 0 0 0 後

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 日 / 。。。 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
一 車重

ー 一 ー一一 一一一 一
十

過一
ー二 O 0 0 0 三 O 六 九 O 八 "3/i. 

日0 0 0 0 0 0 。。。 0 0 0 
日0 0 0 。。。0 0 0 0 0 0 数

一
ー ー一一 一
0 四六 八八八 0 0 0 穴入 間 十
0 0 0 。。。 0 0 0 0 0 0 日0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

第
六
巻

F「

原

木

善
弘」

猪

瀦過前上澄液0・Jj_施ヲ以テノ家兎血清凝集償（蒋肉）

I ＼~ ~rrfri~稼皮
家完免

たぞて？トを］1~ 兎疫疫 弓呂き 合 Sーー E二二 E区ヨノ8、gコ只プて言呂こ二呂Cコ B 口

元 7G CJ Cコ 、
番種法 詮経 口弓 4 口言弓

射射過 。 ~ CJ cミ c:::) CJ c守口 仁三－ Eミ
放1;;,11盈｜後日 ~ ,.::; ~ ＝：弓 、呂ヨ ベ宍~ココ喜Cコ三Cコ 呂ー美ー 三~勺コ 口
I J 数現~ 。ヨヨL －ヨ五L Oー Z守主 0ーー ζ0ヨコ玄． 三1丘 豆"'1 ：＝・ー ミ1且 ヨ7広・ 三ー丘 ヨー三 ヨエ三 cローーコ

注射前
十

併叶怖術情情怖叶怖併 H ++I一一一_t 0・託． 
五日目

一
ヨ王 十日目

1笠立E身す

放 後
十五日目 + ++ + E一一 一一

液 二十日目 制愉悦術情併竹村＋＋｜一一一一一一

法射話I 一一一一一一一一ー一一一一一一一
十 。五日目怖情情怖怖情怖 H +I一一一一一一一
－ 注一

匹l
五 [・ El 目…憎い~こl -t[射

1皮 後 十五日目廿十怖甘十朴＋＋ + 一一一一一一一一

ー十日目廿十甘十台十＋＋＋＋＋ 一一一一一一一一

第三表

八
八
九

（
第
四
競

八
五
〉



第
六
品
位

著
L」

オミ

所
見
A

第
十
四
、
十
玉
、
十
六
．
十
七
、
十
八
及
ピ
第
三
表
（
再
出
）
第
一
闘
二
示
サ
レ
タ

y
。

F『

原

1言

第
一
国

吸
者
前
後
上
澄
液
ヲ
以
テ
得
タ
ル
平
均
凝
集
俄
／
推
移

（
第
十
八
表
参
照
）

↑
卒
均
凝
集
償
倍
数

百

均千レ
移

9
推

得
ノ

テ
領

以
集

ヲ
凝

、l
i
l》
l
j
j
j

括
採
銘
銘

え

υ
に
U

，D
F
D
Q
4
0
“
 

ハリハリハリハ
υ

液
液
液
液

澄
澄
澄
澄

上
上
上
上

前
後
前
後

者
着
著
者

吸
吸
吸
吸

I
Z
E
V
H
 

八
九
O

（
第
四
球

八
六
）

lコ/0 

免疫元注射後ノ経過日盟主

所

見

概

括

（
一
）
家
兎
陣
重
A

吸
着
上
減
液

0
・
二
五
路
、
注
射
セ

Y

モ
ノ
ニ
於

ア
A

二
回
平
均
ジ
ア
二
十
克
ノ
増
加
ヲ
一
不
シ
、
吸
着
上
澄
液

fu・
五
托

ニ
ア
リ
ア
A

平
均
百
瓦
ノ
減
少
ァ
来
シ
タ

y
o
（
第
十
四
表
）

士
己
吸
着
上
減
液

0
・
二
五
持
及
ピ

0
・
五
指
注
対
何
レ
ノ
場
合
屯

五
日
目
ニ
シ
ア
最
高
凝
集
償
－
一
建
シ
、
第
十
日
目
、
第
十
五
日
目
、

第
二
十
日
目
ニ
A

漸
次
低
下
シ
タ

y
。

（
三
）
五
日
百
二
於
ケ
Y
最
高
凝
集
償
ノ
範
閏
A

、
0
・
二
五
括
注
射

ノ
場
合
A

千
六
百
倍
ヨ
リ
二
千
倍
（
平
均
千
八
百
倍
）
ヲ
示
シ
、
（
第
十

五
表
）
、
の
・
五
蛇
注
射
ノ
場
合
A

二
千
倍
ヨ
ソ
三
千
六
百
倍
（
平
均

二
千
六
百
倍
）
ヲ
示
ジ
タ

y
。
（
第
十
六
表
」

（
四
）
最
高
凝
集
償

A
0
・
二
五
耗
及
ピ

0
・
五
括
注
射
何
V

モ
千
倍
以
上
－
一
注
ジ
タ
リ
ノ
。

0
・
五
括
注
射
ノ
場
合

A
毎
常

0
・
二
五
括
ヨ

y
高

度
ノ
凝
集
償
ヲ
示
ジ
タ

y
。

（
五
）
第
二
十
日
目
ュ
於
ケ
Y
各
血
清
ノ
凝
集
偵
A

吸
着
上
問
波

0
・
二
五
括
ノ
場
合
A

四
百
倍
ヨ
7
八
百
倍
、
（
平
均
六
百
倍
）
ヲ
示
シ
．

0
・
五
括
f

場
合
A

何
レ
モ
千
倍
ヲ
呈
ジ
タ
リ
ノ
。

（
六
）
吸
着
現
象
A

葉
測
定
溶
液
ノ
性
質
、
濃
度
、
性
（
酸
性
、
中
性
或
A

「ア
Y
カ
リ
」
性
）
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
毎
常
強
化
ス
M
Y

モ
ノ
ナ
M
Y

ガ
、
故
－
一
煮

沸
免
疫
元
ノ
吸
着
作
用
モ
一
定
不
麓
ノ
モ
ノ
ユ
ア
ラ
ズ
ト
思
考
セ
ザ
Y
Jベ
カ
ラ
ズ
。

（
七
）
上
湾
披

0
・
二
五
耗
及
ピ

0
・
五
括
ヲ
以
ア
ノ
試
験
モ
吸
着
上
南
波
ノ
場
合
ト
大
差
ナ
カ
リ
ノ
キ
。

0
・
二
五
括
ノ
時
一
一
僅
カ

一
優
秀
ナ

y



キ。
（
八
）
上
記
ノ
所
見
ヲ
総
括
ジ
ア
第
十
八
表
及
ピ
第
一
園
ヲ
得
タ
リ
ノ
。
帆
v
h
m以
ず

rrrwぃ
船
出
払
仔
山
悦
ぃ
ム
骨
骨
い
八
伊
都
制
ハ
砂
ベ
一
川
戸
ハ
め
川

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

鵠
産
生
能
力
－
一
於
－
プ
格
段
ノ
差
異
ヲ
認
メ
ザ
Y
キ。

九
、
賢
験
第
四
。
各
種
可
検
煮
沸
免
疫
元
ノ
可
凝
蛋
白
量
ト
免
疫
効
力
ト
ノ
関
係

蛋
白
量
測
定
一
一
際
シ
ア
烏
潟
数
授
沈
澱
計
ヲ
使
用
ジ
、
可
検
材
料
ト
エ
ス
バ
ツ
川
氏
液
ト
ヲ
相
混
ジ
数
分
間
手
ア
以
－
プ
振
議
撹
持
ジ
タ
Y
後

遠
心
沈
澱
セ
ジ
メ
ア
凝
問
セ

Y

蛋
白
ノ
量
ア
測
定
ス

Y

方
法
ア
Y

屯コ
A

一
一
般
一
一
誤
差
甚
大
－
一
シ
ア
且
ッ
蛋
白
質
及
ピ
蛋
自
分
解
産
物
H

『
ベ
グ
ト
ン
」
ア
モ
共
－
一
沈
澱
セ
ジ
ム
y
d
p

故
ニ
余
A

従
来
ノ
方
法
－
一
従
巴
削
川
川
列
川
川
氏
方
法
－
一
ヨ

9
4プ
先
グ
各
種
可
検
材
料
－
一
就
キ
其

ノ
全
窒
素
量
一
（
デ

m
p
E
1
3
7測
定
て
究
－
一
上
澄
液
、
同
鴻
液
、
引
川
寸
ペ
判
斗
刊
判
M
滅
液
、
寸
バ
列
引
吋
川
川
円
櫨
液
、
引
川
－l
引

J
Y

鴻
液
及

ピ
吸
着
後
上
法
液
ノ
一
定
量
（
三

0
・0
括
）
ヲ
二
十
M
F
「ズ

Y
ホ
ザ
ノリノチ

Y
」
酸
－
一
ア
業
ノ
合
有
凝
悶
性
蛋
白
ア
沈
澱
セ
シ
メ
然
Y
後
再
ピ
同
一

ノ
滅
過
器
ア
以
－
プ
鴻
過
ス

Y

コ
ト
一
一
ヨ
リ
ノ
ア
該
沈
澱
ヲ
除
去
ジ

タ
Y
清
澄
ナ
U
Y

神仙
波
ヲ
得
。
此
ノ
鴻
液
－
一
就
キ
ア
再
ピ
キ

l
w
y
ダ

l
w
y
氏
方
法

ニ
－プ

残
像
窒
素
量
（
討
にえ
J
Z）
ヲ
測
定
セ
η
ノ
。
而
シ
ア
全
窒
素
量

ヨ
η
ノ
残
除
窒
素
量
ァ
減
ジ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
以
47
煮
沸
免
疫
一
克
上
被
及
ピ
各

都
脳
波
ノ
合
有
蛋
白
窒
素
量
ト
ナ
セ

y
o
郎
チ
第
十
九
表
ノ
数
字
A

各
種
可
検
免
疫
元
百
括
中
二
合
有
ス

Y

蛋
白
窒
素
量
ヲ
示
セ
U
Y

モ
ノ
ナ

7
0
市
ジ
ア
比
較
－
一
便
ナ
ラ
ジ
メ
シ
ガ
タ
メ
ュ
此
等
ノ
可
検
材
料
ニ
ヨ
リ
ア
得
タ
Y
最
大
、
最
小
及
ピ
平
均
凝
集
債
ヲ
モ
併
セ

d

プ
記
上
セ

y
。

（
第
十
九
表
及
ピ
第
二
、
三
、
四
、
五
問
点
。
一
照
ス
ペ
シ
）
。

＋

、

所

見

反

ピ

考

察

（
一
）
柔
沸
免
疫
元
一

O
O
括
中
ニ
合
有
セ
ラ
レ
タ
Y
可
凝
蛋
白
／
窒
素
量
ト
煮
沸
免
疫
元
注
射
－
一
ヨ

y
－
ア
得
タ
Y

五
日
目
ニ
於
ケ

Y

最
大

産
生
凝
集
素
ト
ノ
閥
係
ヲ
求
メ
タ
Y

一
一
左
ノ
如
ク
ナ
？
タ

9
0

可

凝

蛋

白

窒

素

量

j
i－
－
－
：
汁
誌
滞
V
潤
お
う」い
認
煎
V
円
＼
器
詩
V
人
、て守・

V
H
R
一
九
誌
煎

v
wど
F

、ん
そ
杓
＼
い
州
叉
7

議
出
問
V
W
ふ

J
R

海
部

第
六
品
位

F可

原

著
h」

猪

木

A 
九

（
第
四
時
蜘

八
七
〉



抗
原
用
量

0
・
五
ニ
ヨ

y

最
大
産
生
凝
集
素
；
：
j
i
－
－
庁
報
部
V
淘
坤

lr時
訪
問

V
T器
国

間

V
人
、
守
－

w
H
そ
三
南
部
〉

抗
原
用
量
一
・

O
ユヨ
M
F

最
大
産
生
凝
集
素
：
l
i
－－－

r説
部
〉
同
同
川

N
M同
片
接
部
V
l「
蒋
蕗
〉
同
同

M
h代
代
川
い
同
什
詩
蕗
V
M
W
よ

J
h蕗
蕗

（
二
）
印
チ
各
種
免
疫
一
万
用
量
0
・
五
托
ヲ
以
ア
ノ
見
疫
効
果
ノ
大
小
A

其
ノ
中
一
合
有
セ
－
Y

レ
タ

Y
蛋
白
鴨
合
量
ノ
大
小
ト
正
シ
ク

第
六
巻

F可

原

著
u 

猪

木

第
＋
九
表

各種免疫元理山白窒素量ト生産凝集償トノ比較

Ls 
上澄液 着後吸

_t 種 免

百液置 澄液 疫
}JI） 冗；

量蛋白含0基
0.00914582 0.0098542() 0.011348 布施液

（雪素 ス『l’－~ Iレ： Q。 。 一 。
注射 疫免． ． ． 。 Ji ヨ王 。 ヨ王
量元立E 百ち 立ち まE 鉛

平最最大 均平最小最大 平均 i小設 最大 平均最小最大 均平最小最大 小・ ）（ I 
均小

ー一 一 三二四 四凶五 四四五 ニ一五直iJ 法
八 O 六 000  五 0 0 玉。。 三六 O 射最

穴四八 一一一 ー一一 一一凶 ー一四 大
00 0  。。。

穴0g 二0 五 0 0 'i王－ 0 0 』一，＇~最． 
000  000  goo 00  0 日注小

五00六四0 
000  000  。。 00  0 及

ー一一 一一 ニコ十射ピ
二四 O ー，、占ノ、ム， 、 ハ.7' 0 O 八二 0 八ニ 後 21'-
0 0 0  000  000  000  00  0 均
000  000  。。。 000  000  日 ／ 凝集債
ニユ問コ ー 一 一 一 一 一 一 一 一一一十経
六 O 二 000  三 O 六 二四 O OQg c＆・過／000  000  000  0 00  
000  () 0 0 000  0 00  000  日推

一一一 一一 移
六二 O 丸八 O 000  丸 二 六 0 四六二敷

000  。。。 000  000  00  0 十
000  000  000  000  0 0 o E 

I 3 2 ][ 1 位／効免
}I買力疫

／九

九

（
第
阿
波

八八〉

ノレ 7 総ミ Jレジ ド 7 ，、. 

鴻 イ 液ツシ Jレ 鴻エ Jレ

液 へ トユペ 液 Fレケ

0.0031581 0.00579435 0.007868 

一 。 一 。 一 。． ． 。 三百ー 。 五； 。 ヨ王

均卒最小路 最大

事も

均平 最小路最大

まE 立E 施

均卒 査小を最大 均平最小最大 均平最小最大 均卒最小最大

ー一 一 ー一 一 四五四 二四ニ 二四二 ュ四二
八六 O 八六 O 五 0 0 000  ooo 000  

ー 一一一 回二六 ・・・・ ・』a圃． Fー~・
一一一

四四四 四四四 000  000  八二四 八六 O
000  000  000  。。。 。。。 000  
000  000  000  000  000  。。。

ー 一 一 四 二 六 一一一
ー一一 ー 一 一 六 ムノ、 ムノ、 穴四八 ニ O 四 ュ O 六一一一 一一一
000  000  000  0 00  000  000  
000  000  000  000  000  000  

一 ニ一回 一
一一 丸八 O 五二八 五 0 0 七四 O
五 0 0 丸八 O 000  0 00  000  000  
000  000  000  000  000  000  

ー
一一

J¥ l¥ l¥ 四四四 -oニ 穴四八
i、／＼、八 J¥ l¥ l¥ 000  000  000  000  
000  000  000  000  00 0  000  

v () 百 5 ][ 4 

蛋
白
窒
素
含
有
量
／
大
ナ
ル
順
位
一
二
削
列
セ
リ

刊
M
L
T

人
、
て
で
い
凶
刃
T

爵
詩
V
凶

w
ゐ

J
Lて
詩
詩

一
致
シ



鎗
m
－
－
田
圃

各
種
免
疫
元
0
・
五
路
7
以
テ
得
タ
ル
家
兎
血
清
最
大
凝

集
債
ノ
推
移
（
第
十
九
表
及
ピ
第
六
個
参
照
V

『醐

／岬

).0 

↑
血
清
稀
揮
倍
数

第
三
園

各
種
免
疫
元
0
・
五
銘
ヲ
以
テ
得
タ
ル
家
兎
血
清
最
小
凝
集
債

ノ
推
移
（
第
十
九
表
及
ピ
第
六
間
参
照
〉

F岬

／，帽

年曲。

星”。

1時

↑
血
清
稀
鐸
倍
数

第
六
血
管

F司

原

著..... 

木

獄

瓦。

被総
液
ト

鴻
ツ

液

ル

ー

液

澄

エ

シ

溜

b

L

7

レ
レ

液
後
機
十
め
～

読
者
相
川
ル
ル
イ

上
吸
ト
同
ベ
ジ
ヲ

＝
＝
＝
＝
＝
＝
 

I
且
官
且
官
且

W
H
U
，wu

IS" 1・
→注射後ノ経過日数

5' 。
。／。

→註射後ノ経過日数
I= L3穂波
]f ＝吸着後上澄液
llf＝ベJレケ 7エJレド穂波

JV＝上澄液
V＝ジJレベノレシュミット滅液
羽＝ライへJレ鴻液

Tl「

タ

y
。
然
〆
一
兎
疫
一
克
用
量
一
・

O
括
て
プ
ノ
見
鹿

効
果
ニ
於
－
プ
A

蛋
白
樺
合
量
ノ
最
大
ナ

Y
上
澄
液
ア

以
ア
ノ
免
疫
効
果
A

却
ア
蛋
’
日
開
合
量
ノ
稿
々
小
ナ

グ’

M
及
ピ
州
川
利
引
判
川
判
滅
液
ヲ
以
－
プ
ノ
効
果
ノ

究
位
第
三
位
二
降
下
セ

y
。

（
三
）
此
ノ
際
最
モ
注
目
ス
ペ
キ
事
賓
A

上
澄
液
ノ

用
量
ヲ

0
・
玉
ヨ
η
ノ
一
・

O
－
二
増
大
セ

Y

モ
産
生
セ

y

最
大
凝
集
債
A

二
五

O
O
－
一
止
？
”
ノ
ア
牽
屯
上
昇
セ

ザ
リ
ノ
シ
ニ
反
ジ
旬
、
ジ

Y
ぺ
w
y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ペ

y

ケ
プ
エ
w
y

ド
、
ゴ
一
種
ノ
漏
液
－
一
－
7
A
用
量
ガ

0
・
五
ヨ

リ
一
・

O
－
一
ト
増
大
セ
ラ
レ
タ

Y

ニ
従
ツ
ア
産
生
凝

集
債
モ
亦
増
大
U
J

其
ノ
結
果
U
M

及
ピ
ペ
戸
ケ
プ
エ

y

ド
櫨
液
－
一
－
7
A
ムハ

O
の
O
及
ピ
四
八

0
0
7
示
ジ
非

常
ノ
差
ヲ
以
ア
上
被
液
ノ
効
果
ヲ
凌
駕
シ
タ
Y
事
ナ

リ
ノ
。
（
第
八
闘
塞
照
）
換
言
ス
レ
バ
用
量
ヲ
増
大
ス

y

モ
上
澄
液
－
一
ア
輿
ヘ
ラ
レ
タ
Y
免
疫
程
度
A

最
大
二

五

O
O
－
一
止
メ
タ

Y

ニ
反
シ
制
及
ピ
ペ

Y
ケ
フ
エ

y

ド
－
一
ア
A

優
－
7
六
0
0
0乃
至
四
八

O
O
ヲ
示
シ
タ

リ
。
此
ノ
事
賞
－
一
ア
上
按
液
ト
滅
液
ト
ノ
優
劣
ガ
明

/I.. 
九

八
九
）

〈
第
四
競



第
六
品
位

第
四
国

F『

原

箸
"""" 

5昔

木

各
種
免
疫
元
一
・

O
路
ヲ
以
テ
得
タ
ル
家
兎
血
清
最
大
凝
集
偲

／
推
移
（
第
十
九
表
及
ビ
第
七
廊
参
照
V

電耐

第
五
園

1附

／均

↑
血
清
稀
鰐
倍
数

各
種
免
疫
元
一
・

O
銘
ヲ
以
テ
得
タ
ル
家
兎
血
清
最
小
凝

集
似
／
推
移
（
第
十
九
表
及
ビ
第
七
闘
参
照
）

工＼一、

， ， ， ， ， ， 
~肺‘

.（曲。

1肺‘

I時

↑
血
清
稀
得
倍
数

。
i.O I) /0 I) 。立。IS-，。., 

→注射後ノ経過日童文

I= Ld感液
I＝ベJレケアエJレF'総液
JI[＝上澄液
JV＝ シルベJレシュミット泌波
V＝ライへJレ鴻液

→注射後ノ経過日数

I= L~ 古車液
I＝ベノレケフエルド糠液
I ＝ジル~，レシュミット泌波
1V＝上澄液
V＝ライへノレ総液

八
九
四

（
第
凶
競

九
O
）

白
ニ
立
謹
セ
ラ
レ
タ
リ
。

（
四
）
以
上
ノ
所
見
－
一
ヨ
叫
ノ
ア
左
ノ
三
ツ
ノ
事
項
ア

皐
ピ
知
Y

ペ
シ
。

第
一
、
原
則
ト
ジ
ア
A

蛋
白
樫
A

免
疫
一
克
ナ
リ
、

免
疫
一
克
A

蛋
白
健
ナ
リ
ノ
ト
推
定
シ
得
可
ジ
、
然
レ
ド

毛
蛋
白
健
ナ
Y
免
疫
元
ガ
一
定
分
量
ヲ
超
過
シ
，
プ
注

射
セ
ラ
y
、
時
A

免
疫
獲
得
効
果
山
却
ツ
ア
戚
弱
ス

Y

ニ
歪
Y

モ
／
ナ
リ
。

第
二
‘
兎
疫
一克
ノ
合
有
ス

Y
蛋
白
微
粒
子
A

可
及

的
「
ホ
モ
グ

1
ン
」
－
一
シ
ア
且
ッ
毒
力
ノ
過
大
ナ
ラ
ザ

y
程
度
－
一
於
ア
合
量
大
ナ
Y
ペ
シ
。
普
通
加
熱
「
ヲ

ク
チ
ン
」

A

其
ノ
煮
沸
上
被
液
ヨ

y
モ
蛋
白
微
粒
子

ノ
「
ホ
モ
グ
－
一
ア

1
ト
し
小
ナ
リ
。
煮
沸
上
澄
液
A

実

沸
掠
過
液
ヨ
リ
モ
「
ホ
モ
グ
－
一
－
7
1
ト
」
小
ナ

9
。
而

ジ
ア
前
二
者
（
「
ワ
ク
チ
ン
」
及
ピ
上
狩
液
）
A

蛋
白
韓

合
量
－
一
比
ジ
毒
力
、過
大
ナ
リ
ノ
。
然
Y

二
一
川
、
ペ
w
y

ケ

ヨ

バ

阿

鴻

液
A

蛋
白
韓
合
量
－
－
比
シ
毒
力
、過
大
ナ

ラ
ズ
。
且
ッ
蛋
白
微
粒
子
ノ
「
ホ
モ
グ
ニ
ア

l
ト
」
前

二
者
ヨ

y
モ
優
レ

7
0



第
三
、
ラ
イ
へ
w
F

浦
一般
ユ
ア
ハ
蛋
白
微
粒
子
ノ
「
ホ
モ
グ
ニ
ア
1
ト
」
最
大
ナ
レ
ド
モ
英
ノ
合
量
最
小
ナ

y
キ
、
故
－
一
見
疫
一
五
ト
ジ
ア
ノ
効
力

A
最
小
ナ
リ
キ
、
判
川
寸
刈
叶
斗
uu
川
川
川
鴻
液
－
一
－
プ
モ
亦
「
ホ
モ
グ
ニ

a

プ
l
」ト

A
U，及
ピ
ぺ

Y
ケ
プ
エ
w
y

ド
鴻
液
ヨ

y
毛
大
ナ
リ
シ
毛
蛋
白

合
量
調
々
小
ナ

9
キ
故
ニ
効
力

A
7
0
ノ
用
量
－
一
一
於
ア
初
メ

4

プ
上
澄
液

0
・
五
ヲ
以
，
y
ノ
効
果
ト
殆
ン
ド
同
一
ナ

yhv
ナ

y
。

（五
J

抗
原
ト
兎
疫
効
果
ト
ノ
相
互
量
的
闘
係
ア
追
及
シ
ッ
、
研
究
ヲ
進
ム

Y

コ
ト
I

必
要
ナ
Y
理
由
A

本
研
究
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
夏
－
二
層
明
白

ト
ナ
リ
ノ
タ

y
。
何
等
ノ
考
慮
モ
無
シ
ニ
無
関
－
一
頻
回
ノ
免
疫
元
注
射
ヲ
遂
行
シ
ソ
レ
ニ
ヨ

y
－
プ
得
タ
Y

結
果
ノ
大
小
ヨ
リ
ジ
ア
逆
－
一
一
一
見
疫

元
ノ
優
劣
ヲ
判
定
セ
ン
ト
欲
ス

Y
者
（
谷
口
）
ノ
如
キ
A

全
然
皐
術
研
究
ノ
何
タ
Y
カ
ヲ
知
ラ
ザ
U
Y

屯
／
ノ
致
ス
所
ナ

y
o

－

－

賓

験

結

果

線

揺

平
均
凝
集
債
ヲ
表
示
ス

Y
血
清
稀
棒
倍
数
ノ
推
移
。

上
記
ノ
貫
験
成
績
ァ
総
括
シ
各
々
凝
集
償
ノ
平
均
値
ヲ
求
メ
第
二
十
表
及
ピ
第
六
、
七
及
ピ
八
闘
ヲ
得
タ

y
。

第
二
十
表

各
種
免
疫
元
ユ
ヨ

P
テ
得
タ
ル
一
千
均
凝
集
債

／
時
日
的
推
移

2
4
7
4五
市
持
団
地
十
日
一
隅

上

澄

i
h
一一一一一一……一一………一一一一一一一一一…一い

LJ己
E
E
t
r

第
六
巻
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ィ I yレJレ ｜ I慮ユル
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平 ｜卒｜平

総
液

：
a
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：
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f
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O
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A
T
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0
・五一
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O
一

h
ヲ
一

E
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0
・五一

了
O
一

』
ヲ
－

A
T

，－ 

＝一

o＝一
0
0
0
一
六
O
O
一
五
O
O
一
四
O
O
一

四
五
＝二
0
0
0
＝
六
O
O
一
九
O
O
一
八
O
O
一

三
八
＝
五
o
o－
－
0
0
一
七
O
O
一
穴
O
O
一
第
凶

一一一o一二
八
O
O
二
三
O
O
一
七
O
O
一ムハ
0
0
一
E

三
O
一四八
O
O
一凶ニ
O
O
一二五
O
O
一二一

0
0
一

一一一。一三三
0
0
1
一七五
O
亘
穴
O
o
－－三五
O
一第二

訂
h
b
f

八
九
五

（
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四
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九
一
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合

N 4 



第
六
品
位

F『

原

著
u 

木

猪

第
穴
園

免
疫
元

0
・
五
法
射
後
ユ
於
テ
生
産
セ
ル
平
均
凝
集
償
ヲ
表
示

ス
ル
血
清
稀
稗
皮
ノ
推
移
（
第
十
九
表
及
ピ
第
二
十
表
参
闘
志

hν 4
 

ー司．ー
幽ー－ー司
ーーーー

与同

今令

主師。

1個

J問。

fo 

↑
平
均
凝
集
債

!!) ，。
' 

第
七
回

免
疫
元
了
。
鉛
注
射
後
品
於
テ
生
産
セ
ル
卒
均
凝
集
償
ヲ
表
示

z
iw
血
清
稀
得
度
ノ
推
移
（第
十
九
表
及
ピ
二
十
表
参
照
）

山

w・

4
W
V

↑
平
均
凝
集
債

‘ E 
－ー占攻

、更.r・，、、、

＼
 

＼
 

1柵

拘岬

」！.. ・

川世

／岬

→注射後ノ経過日数

液
液
鴻

滅
ト

ルユ鴻一一

エ
シ
潟

7

ル
ル

液
液
ケ
ベ
へ

澄
纏
ル
ル
イ

上
l
u
d
ジ
ラ

＝
＝
＝
＝
＝
 

I
E
E
W
H
V
 

M 

→注射後ノ経過日数

I= Ls総液
I＝ベノレケ 7エJレド鴻液
ID＝上澄液
IV＝ ジJレベルシュミット穂波
V＝ ライヘル穂波

’fγ ／。4「
。

九
八
六

（
第
凶
抽
出

九
二
）

（
一
）
何
レ
ノ
注
射
量
二
於

e

プ
毛
血
中
凝
集
憤
A

各
種
免

疫
一
克
注
射
後
第
五
日
目
ニ
最
高
－
一
達
シ
十
日
目
、
十
五
日

目
、
二
十
日
目
ニ
A

漸
衣
緩
漫
－
一
威
少
シ
行
キ
タ
リ

J

（
ニ
）
此
際
最
高
凝
集
償

A
0
・
五
托
注
射
ノ
場
合
ユ
於

－
プ
川
上
澄
液
、
同
滅
液
、
川
川
列
列
判
バ
同
様
液
、
利
川
ぺ

y
バ
斗
寸
刈
川
鴻
液
、
引
引
引l
川
鴻
液
ノ
順
序
ヲ
’示
シ
、
一

・
O
施
、
注
射
ノ
場
合
－
一

A
M鴻
液
第
一
位
ヲ
占
メ
ペ

Y
ケ

オ
ベ
ペ
叶
鴻
液
之
レ
ニ
亜
ギ
衣
デ
上
澄
波
、
ジ
グ
’
ペ

Y

シ

ベ
叶
刈
川
鴻
液
、
引
引
ベ
川
鴻
液
ノ
順
－
一
－
プ
低
下
シ
タ
リ
ノ
。

此
際
叫
バ
引
刈
判
川
判
滅
液
ト
同
強
液
ト
ノ
効
果
A

伯
仲

ノ
間
－
一
ア
リ
ノ利
引
吋
｜
川
鴻
液
ノ
効
果
二
最
小
、
刊
V
Y
ぺ

y

判
斗
叶
汁
川
鴻
液
ノ
効
果
A

上
積
液
ノ
効
果
ト
伯
仲
シ
上

記
雨
者
ノ
中
間
ュ
位
セ

9
0
（
第
七
闘
奉
照
）

（
三
）
第
十
日
目
ニ
於
ア

A
0
・
五
姥
ノ
場
合
A

上
澄
液

最
高
位
ヲ
占
メ
制
漏
液
之
V

ユ
亜
ギ
究
デ
ペ

Y

ケ
フ
エ
ル
’

引
癒
液
、
判
川
叫
ぺ
判
判
什
引
川
鴻
液
、
引
引
ぺ
川
誠
一

ノ
順
序
ヲ
示
シ
夏
－
二
・

O
M町
ノ
場
合
A

第
一
位
制
掠
液
、

第
二
位
吋
川
利
引
判
川
判
漉
液
、
第
三
位
上
積
液
、
第
四

位
汁
川
J
バ
刈
吋
引
刈
川
摘
液
、
第
五
位
ラ
イ
へ

Y
鴻
液



ト
ナ

y
タ

y
。

第
八
圃

z 
s 

各
積
可
検
免
疫
元
一
一
テ
獲
得
セ
ル
最
大
凝
集
償
（
注
射
後

五
日
目
」
ノ
比
較
（
第
二
十
申
持
参
照
V

パ，寸~~·
w~；仁~－－－·－ ·l，，♂1.-・ 

-・ 

↓づぞ＼（；〆／〆fト－1-－白

レジイφ：〆卜ノ I 

I .・;v 〆

I. 0 

（
四
）
第
十
五
日
目
一
於
－
プ
A

兎
疫
元
0
・
五
耗
注
射
ノ
場

合
A

上
崎
町
液
ノ
効
果
A

他
ノ
四
者
ヲ
凌
駕
シ
第
一
位
ア
占
メ

刈
漏
液
、
吋
川
利
引
判
川
利
減
液
、
判
川
べ
州
刈
引
引
刈
川

鴻
液
、
到
イ
ベ
M
ぺ
鴻
被
之
レ
－
一

E
r
、一・

O
括
ノ
場
合
－
一
ア

リ
ア

A
M鴻
液
、
叫
刈
汁
引

4
ペ
引
鴻
波
、
上
澄
液
、
判
バ
叫

州
刈
叶
引
外
川
漏
液
、
－
フ
λ
斗
刈
滅
液
ノ
順
序
ヲ
示
ジ
タ

y

（
五
）
第
二
十
日
目
二
於
一
ア
モ
亦
タ

0
・
五
括
注
射
ノ
場
合

A

上
波
液
最
高
ヲ
示
ジ
川
誠
波
、
州
刈
列
寸
判
川
町
鴻
液
、

利
川
ぺ
州
刈
斗
叶
刈
川
楠
山
政
、
－
フ
λ
斗
刈
櫨
液
ノ
順
－
一
－
プ
下

降
シ
タ

y
o然
Y

－
二
－

O
括
注
射
ノ
場
合
一
一
ア

y
－7
A
削
減

液
／
効
果
依
然
ト
シ
ア
第
一
位
ヲ
市
メ
吋
川
州
汁
吋
川
削
減

液
、
上
波
波
、
内
川
吋
川
汁
引
叫
刈
U
川
鴻
液
ノ
順
序
－
一
一
効
果
小

ト
ナ

y
o
ラ
イ
ヘ

Y
鴻
液
ヲ
以
－
プ
ノ
成
績
λ

最
下
位
－
一
在

y

コ
ト
第
五
日
目
‘
十
日
目
及
ピ
十
五
日
目
ノ
所
見
ト
全
ク
同

一
ナ

y
キ
。

（
六
）
抗
原
用
量

7
0
・
五
ヨ

y
一・

o－
ご
増
加
ジ

タ
Y

ニ
蓮

レ
，
ァ
凝
集
素
ノ
産
生
毛
亦
タ
増
加
ジ

タ

Y
A
M、
ぺ
川
列
引

フ
イ
ヘ
ル
縮
液
由
一
－
Y
A
此
ノ
傾
向
甚
ダ
僅
徴
、
上
湾
液
－
一
－
プ
A

用
量
ガ

0
・
五
ヨ

y
一

平
均
凝
集
償
↑

z
y
ド
、
ジ
Y
ぺ
w
y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
三
種
ノ
鴻
液
－
一
シ
ア
、

f COO 

/000 

If色。也

ε000 

/00 

第
六
傘

F『

原

著、4

猪

木

o. IS 

→抗原用量（粍）

L, = L3滅液
R ＝ ベJレケ 7エJレド松波

z ＝上澄液
s ＝ ジJレベルシュミット穂波

R = ライへノレ滅液

。

八
九
七

（
第
凶
務

九
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第
六
巻

F「

原

著
o......I 

1者

* 

八
九
八

（
第
四
時
蜘

九
四
）

・
O
－
一
倍
加
セ
－
フ
V

ク
Y

－
一
モ
拘
ク
ズ
凝
集
素
ノ
産
生
A

少
ジ
モ
増
加
モ
ズ
依
然
同
一
程
度
－
一
止

7
9
ク

y
。

（
七
）
此
ノ
結
果
川
及
ピ
ペ

Y
ケ
フ
エ

Y
ト
鴻
液
了
。
ヲ
以
ア
ノ
免
疫
効
果
A

蓬
カ
ニ
上
澄
液
ノ
効
果
ヲ
凌
駕
シ
、
ジ

Y
べ
戸
シ
ュ
ミ
ッ
ト

鴻
液
ヲ
以
－
プ
ノ
効
果
亦
タ
上
構
内
液
ノ
効
果
ト
大
差
無
キ
－
二
主
リ
タ

y
。

（八
V

郎
チ
上
融
阿
波
ヲ
以
－
プ
得
タ
M
Y

最
大
ノ
凝
集
債
A

用
量
ヲ
如
何
－
一
一
増
大
ス

Y

モ
二
五

O
O
ヲ
出
デ
ザ

y
ジ
ニ
反
シ
、
川
及
ピ
ペ

Y
ケ
ア
エ

川
利
減
液
ァ
以

d

プ
ノ
最
大
凝
集
償
二
ハ

0
0
0
乃
至
四
八

O
O
ニ
シ
ア
格
段
ノ
差
別
ヲ
示
シ
タ
リ
。

－
こ
責
験
結
果
考
察
反
ビ
討
究

以
上
ノ
如
ク
同
一
一
慌
件
ノ
下
三
種
々
ナ

Y
問
土
鴻
地
管
ァ
以
ア
煮
沸
上
波
液
司
／
鴻
過
ジ
－
プ
鴻
過
煮
沸
免
疫
元
ヲ
得
、
凝
集
反
肱
ヲ
指
標
ト

ジ
ア
葉
抗
原
性
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
比
較
シ
以
－
プ
一
方
上
波
液
ト
鴻
液
ト
ノ
優
劣
ヲ
比
較
ジ
且
ッ
他
方
免
疫
元
微
粒
子
ノ
大
サ
ヲ
研
究
セ

Y

－一

衣
ノ
如
キ
認
識
及
ピ
考
察
－
一
到
達
ジ
タ

y
。

（
一
）
滅
過
前
上
清
液
、

U
鴻
液
、
ジ

Y
ペ
ル
’
ジ
ユ
ミ
ヅ
ト
櫨
液
、
ペ
ル
ケ
ヌ
エ
w
y

ド
減
波
及
ピ
ラ
イ
へ

Y
路
液
A

何
レ
モ
煮
沸
見
疫
元
ト

ジ
ア
免
疫
凝
集
素
産
生
能
力
ヲ
有
ス
。
故
－
一
免
疫
元
微
粒
子
A

（
二
）
平
均
凝
集
償
比
峻
ニ
際
シ
、
各
種
免
疫
一
瓦
注
射
量

0
・
五
托
及
ピ
一
・

O
括
ノ
場
合
－
一
ヨ

y
夫
々
相
常
ノ
差
異
ヲ
見
出
シ
－
〆
リ
、
之
ヲ
式

－
一
ア
示
セ
バ
究
ノ
加
シ
。

免
疫
元

0
・
五
括
注
射
ノ
場
合
二
ア
リ
ア
λ

」
い
持
部

v
r謀
議
V

ん

そ

ご

H
R
義
詩
V
勺
』
で
ん
で
で

J
W
7爵
奇
V
い
は
い
い
て
蕗
煎
ノ
順
守
一
－
プ
凝
集
素
産
生
能
力
ア
示
シ
タ

免
疫
元

7
0括
注
射
ノ
場
合
－
一
ア
リ
ア
A

「
爵
蒋
V
は
怜
川
N
川
怜
同
器
部
〉
！
「日時前同
V
同
比
円
以
い
代
代
同

μ
N
H爵
煎

V
N凶
い
い
門
誌
諮
問
ノ
順
序
－
一
ア
凝
集
素
ヲ
産
生
ジ
b
p
y

。

即
チ
免
疫
一
五

0
・
五
括
注
射
ノ
場
合
A

上
湾
液
ノ
免
疫
力
A

首
位
ア
占
メ
、
十
台
ア
川
漉
液
、
吋
川
叶
内
判
バ
叫
癒
液
、
オ
川
吋
刈
刈
判
｜
ミ
ツ



U
，鴻
波
、
－
フ
イ
ヘ
ル
鴻
液
ノ
順
序
ナ
M
Y

モ
免
疫
元
一
・

O
括
注
射
ノ
場
合

A
M繍
液
、
及
ピ
ペ

Y

ケ
ア
エ
w
y

ド
漉
液
ノ
両
者

A座
倒
的
ュ
他
ノ

見
疫
元
ヲ
凌
駕
シ
タ
リ
。
印
チ

M
櫨
液
及
ピ
吋
刈
引
オ
吋
州
J
川
鴻
液
A

一
見
出
費
材
料
タ
グ
’
鴻
過
前
ノ
上
減
液
－
一
優
？
ア
一
般
ノ
所
見
ト
矛

盾
ス

Y
加
キ
戚
ア
Y

モ
見
疫
ノ
貫
際
効
果
ヲ
左
右
ス
w
y

モ
ノ
A

決
シ
ア
可
検
材
料
ノ
合
有
ス

Y
兎
疫
元
性
物
質
（
乃
至
免
疫
元
性
能
働
力
）
ノ

大
小
ノ
ミ
－
一
限
Y

－
一
非
ズ
ジ
ア
可
検
材
料
ノ
毒
カ
モ
亦
大
関
係
ア
Y

モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
ニ
此
ノ
『
事
賞
A

上
段
液
A

兎
疫
一
克
合
有
量
ノ
割
合
－
二

毒
カ
モ
亦
甚
ダ
大
ナ
Y

－一反

UMM、
ペ

Y
ク
フ
エ
ル

V
乃
至
ジ
Y

ペ
Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
各
漉
液
－
一
－
プ
A

免
疫
元
合
有
量
ノ
割
合
－
一
A

毒
力
A

決

ジ
ア
、
過
大
ナ
ラ
ザ
Y

コ
ト
』
ア
示
ス

Y
毛
ノ
ナ
η
ノ。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

・．． 
、
、
、
、
．
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、

是
印
チ
上
液
液
中
－
二
多
少
ノ
菌
鰻
モ
合
有
セ
ラ
レ
且
ッ
蛋
白
瞳
微
粒
子
中
－
二
粗
大
ナ
Y

モ
ノ
モ
ア
Y
ガ
潟
－
一
一
免
疫
元
ト
ジ
ア
ノ
「
ホ
毛

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

1
I
l
l
i－
－

l
i
l
i－
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
i
l－
－

』

l

｜
｝
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

グ
ニ
ア

1
ト
」
甚
ダ
劣
等
ナ
Y

ニ
反
シ
刷
、
ぺ
一
Y
ケ

7
4川
州
、
ヲ
川
d
y
叫
出
F
．
、
が
ト
各
鴻
液
－
一
－
ア
A

既
－
一
細
菌
臆
ヲ
合
有
ス

Y

コ
ト
ナ
キ

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
鴻
遁
巴
一
ヨ
リ
ア
蛋
白
耀
微
粒
子
中
ノ
粗
大
ナ
グ
モ
ノ
ガ
取

y
除
カ
V

従
ッ
ア
「
ホ
モ
グ
－
一
－
ア

1
ト
」
優
越
セ

Y

ニ
原
因
ス

Y

毛
ノ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、

ト
考
ヘ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ズ
。
郎
チ
煮
沸
上
澄
液
ガ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヨ
リ
モ
優
良
ナ
Y

免
疫
元
h
y

y

所
以
A

煮
沸
鴻
液
ガ
上
被
液
ヨ

y
モ
優
良
ナ
Y

、
、
、
、
、
、
、
、

所
以
ト
同
一
轍
ナ
叶
ノ

U

『
免
疫
元
』
ナ
リ
ノ
ト
ジ
ア
注
射
セ
ラ
レ

タ
Y
材
料
ガ
一
定
分
量
以
上
ヲ
超
過
ス
山
戸
時
－
二
毒
カ
モ
亦
タ
過
大
ト
ナ
岬
ノ
ソ
ノ
結
果
免
疫
元
材
料

ノ
用
量
大
ナ
Y

－ご拘－
フ
ズ
抗
鰻
ノ
産
生
A

減
弱
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
郎
チ

0
・
五
括
ノ
用
量
デ
A

上
澄
液
A

川
減
液
及
ピ
ペ
w
y

ケ
プ
エ

Y
ド
鴻
液
ヨ

y
モ
兎
疫
獲
得
A

強
大
ナ
叶
ノ
ジ
ユ
モ
拘
ズ
、
注
射
量
一
・

O
括
－
一
ア
9

4

7

A

肱
－
一
毒
力
過
大
－
一
原
悶
シ
チ
、
川
櫨
液
及
ピ
ペ

Y
ケ
ブ
エ

Y
ド
憾

液
ァ
以
－
プ
ノ
免
疫
効
力
－
一
劣

y
シ
モ
ノ
ト
判
定
セ
ザ
Y
Jヘ
カ
ラ
ズ
。

（
三
）
上
湾
液
－
一
就
キ
ア
、
陶
土
鴻
過
管
ト
兎
疫
一
克
吸
着
現
象
ノ
関
係
ヲ
凝
集
反
臆
及
ピ
蛋
白
窒
素
量
ニ
就
キ
一
プ
比
駿
研
索
セ

Y
結
果
、
免
疫

元
滅
過
ニ
使
用
セ
Y
分
量
ノ
三
分
ノ
一
、
印
チ
五

0
・
0
括
－
一
於
ア
λ

其
間
僅
微
ノ
煮
異
ヲ
認
メ
タ
Y

－
一
過
ザ

y
キ
。
即
チ
ジ

Y

ペ
Y

シ
ユ
ミ

刈
川
鴻
過
管
ヨ

y
一
、
三
倍
重
キ
川
鴻
過
管
ヲ
以
ツ
ア
ノ
鴻
液
ノ
方
ガ
毎
常
凝
集
素
産
生
ノ
程
度
若
シ
ク
優
秀
ナ
リ
ノ
ジ
期
、

y
ノ
他
各
種
陶
土

鴻
過
管
ト
凝
集
債
ノ
結
果
ト
ヲ
比
較
考
査
ス
レ
．
P

免
疫
元
性
能
働
力
ノ
大
小
ノ
由
ア
来
、
タ
Y
所
λ

車
ニ
免
疫
元
ト
問
土
浦
過
管
ノ
吸
着
現
象

第
六
品
位

F『

原

著
』J

猪

木

ー、’
u
r
u

－
／
」
ノ
J
ノ

〈第
内
務

九
五



箸】

ノ
ミ
ヲ
以
－
プ
A

説
明
シ
難
シ
。

第
六
谷

「セ

原

猪

木

九
O
O

（
第
四
披

九
六
）

タ
ト
ヘ
関
係
ア
Y

ニ
宅
、
セ
ヨ
少
ナ
ク
ト
モ
濃
厚
ナ
w
y

可
検
材
料
五

O
括
以
上
ヲ
滅
、
過
ジ
タ

Y

場
合
－
一
於
－
7
A

鴻
過
管
吸
着
作
用
A

顧
慮
ス
M
Y

ニ
足
－
フ
ズ
。
減
、
過
前
上
滋
養
沸
見
疫
元
ト
減
過
後
煮
沸
免
疫
元
ト
ノ
間
二
兎
疫
的
効
果
ノ
差
タ
来
タ
セ

Y
誇

A

吸
着
以
外
ノ
原
因
ニ
蹄
セ
ザ
Y

ヲ
得
ザ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

（
四
）
然
－
フ
バ
上
記
ノ
如
ク
煮
沸
免
疫
元
ガ
各
種
陶
土
滅
、
過
管
透
過
ノ
影
響
－
一
ヨ

p
見
疫
元
性
能
働
力
二
禍
々
明
白
ナ
Y

優
劣
ヲ
来
セ

Y
理

由
A

陶
土
瀦
過
管
ノ
吸
着
作
用
ノ
以
外
ユ
主
ト
シ
ア
何
ニ
起
因
ス

Y
ャ
、
コ
レ
各
種
陶
土
鴻
過
管
壁
空
隙
ノ
密
組
版
態
ガ
最
モ
緊
要
ナ
Y
原
因

ト
考
ヘ
ラ

Y
。
菌
憧
内
ニ
存
ス

Y
見
版
元
性
菌
蛋
白
鱒
ガ
靖
氏
百
度
ノ
潜
槽
中
－
一
－
ア
三
十
分
間
加
熱
セ
ラ
M
F

、
事
一
一
ヨ
リ
殆
ン
ド
菌
暗
外
－
一

浸
出
セ
ラ

v
－
プ
、
基
液
中
ニ
日
分
散
シ
、
或
物
A

一
分
子
或
Y
物
A

数
分
子
ノ
如
ク
分
子
ゾ
架
合
航
態
ヲ
異
ニ
ジ
化
串
的
－
一
A

同
一
物
質
－
一
ア
モ

理
皐
的
ζ

λ

所
謂
「
ヘ
ア
ロ
グ

1
ン
」
ノ
微
粒
子
ア
有
ス

Y
分
散
相
ヲ
形
成
シ
ア
基
液
中
－
一
存
在
ス
M
Y

モ
ノ
ナ
ソ
。
従
ツ
テ
陶
土
鴻
過
管
ガ
粗

ナ
Y
場
合
ニ
A

免
疫
性
物
質
モ
亦
瀦
過
セ
ラ
レ
易
ク
之
レ
ニ
反
シ
ア
密
ナ
Y
場
合
－
一
A

分
散
微
粒
子
個
々
ノ
大
サ
如
何
－
一
ヨ
リ
一
定
度
以
上

エ
粗
大
ナ
Y
微
粒
分
散
子
A

櫨
過
管
壁
内
ニ
保
協
セ
ラ
レ
タ
Y

毛
ノ
ト
理
解
ス
ペ
キ
ナ
7
0

（
五
）
一
般
ニ
引
引
ぺ
川
械
、
過
管
A

各
種
陶
土
漏
過
管
中
最
モ
密
ナ
U
Y

モ
ノ
－

τ）
三
プ
、
北
（
表
面
間
隙
孔
ハ
南
極

0
・
二
ハ
「
ミ
ク
ロ
ン
」
乃
至

。
三
一
「
ミ
ク
ロ
ン
」
ア
有
ス
。
而
モ
腸
窒
扶
斯
菌
煮
沸
免
疫
元
で
フ
イ
ヘ

Y
浦
、
過
ア
弓
兎
ニ
角
一
一
大
部
分
通
過
セ

Y
ガ
故
ニ
煮
沸
見
疫
一
克
微
粒

子
中
ノ
最
小
分
子

A
0
・
二
つ
ミ
ク
ロ
ン
」
ヨ

y
モ
小
ナ
Y

モ
ノ
ト
考
ヘ
ザ
Y
ペ
カ
ク
ズ
。

（
ム
ハ
）
列
川
べ
川
柿
液
ヲ
以
ア
ノ
免
疫
効
果
ノ
小
ナ
Y

A
蛋
白
鴎
合
量
ノ
小
ナ
Y

－
一
蹄
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ

y
。
即
チ
「
ホ
モ
グ
－
て
ア

1
ト」

－
プ
優
越
セ

Y
兎
疫
元
材
料
－
一
ア
乏
生
白
合
量
小
ナ
Y
時
A

見
疫
一
効
果
A

小
ナ
U
Y

モ
ノ
ナ

y
、
然
レ
ド
モ
用
量
ヲ

0
・
五
ヨ

Y
7
0
、一・

O
ヨ
p 於

一一・

O
等
－
一
一
増
大
ス

Y
時
で
フ
イ
〈
．
w
y

鴻
液
－
T
プ
モ
亦
夕
刊
吋
乃
至
ペ
w
y

ケ
フ
エ

Y
ド
穂
波
ト
同
等
以
上
ノ
効
果
ヲ
示
ジ
得
ペ
キ
モ
ノ
ト
考
ヘ
ザ
J

Y

ペ
カ
ラ
ズ
。
此
貼
A

『
蛋
白
合
量
ノ
割
合
－
一
A

毒
力
大
ナ
M
Y

上
積
液
』
ア
以
－
プ
ノ
免
疫
的
関
係
ト
全
然
相
異
ナ
w
y

モ
ノ
ナ

y
。

（
七
）
凡
－
プ
「
ホ
モ
デ
ニ
ア

1
ト
」
ノ
劣
等
ナ
Y
免
疫
元
（
例
ヘ
バ
普
通
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
及
ピ
煮
沸
上
増
波
二
『
蛋
白
間
合
長
ノ
割
合
－
二
毒

、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

カ
大
ナ
Y

モ
』
ニ

uv
－
プ
従
ツ
ア
劣
等
ナ
Y
見
疫
一
克
ナ

y
。
之
－
一
反
ジ
「
ホ
モ
グ
－
一
ア

l
ト
」
ノ
優
越
セ

Y
見
掩
一
克
郎
テ
煮
沸
協
過
波
山
蛋
白
慢
合



量
ノ
割
合
－
一
A

毒
力
小
ナ
w
F

モ
ノ
ュ
シ
ク
従
ヌ
優
良
ナ
w
y

見
疫
元
ナ

9
0

（
八
）
故
一
一
免
疫
元
ノ
毒
力
ナ
Y

モ
ノ
A

其
ノ
合
有
ス

Y
蛋
白
微
粒
子
ノ
大
サ
ニ
モ
亦
大
関
係
ア
Y

毛
ノ
ニ
シ
ア
微
粒
子
ノ
大
ナ
MY
モ
ノ
程

（
乃
至
A

細
菌
鰭
ヲ
モ
合
有
ス

Y

モ
ノ
程
）
免
疫
的
効
果
ノ
割
合
－
二
毒
力
大
ナ
Y

モ
ノ
ト
考
ヘ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
、
即
チ
兎
疫
元
性
物
質
ノ
絶
封

合
量
A

同
一
ナ
η
ノ
ト
般
定
ス

UY
モ
此
ノ
中
－
一
合
マ
レ
タ

Y
蛋
白
鱒
微
粒
子
ガ
大
ナ
V

バ
大
ナ
Y
程
免
疫
効
果
ノ
割
合
－
一
毒
力
A

大
ト
ナ
Y

毛

ノ
ナ
9
。
而
ジ
ア
此
ノ
閥
係
A

！
基
液
中
ュ
細
菌
鰹
ノ
浮
瀞
シ
居
Y
「
ワ
ク
チ
ン
」
三
宝

y
－ア
A

夏
－
二
層
顕
著
ト
ナ
Y

毛
ノ
ナ
リ
。

（
九
）
ル
上
ハ
や
や
三
ド
テ
貯
か
わ
い
の
戸
川
和

rrrwナ
公
九
九
三
」
、
ヨ
、
ヘ
モ
、
広
島
俊
民
平
氏
惜
町
民
ヘ
ペ
岩
山
沸

rrrr砂
除

、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ
方
ガ
優
良
－
一
ジ
－
プ
マ
タ
此
ノ
如
キ
上
澄
液
ヨ

y
毛
蛋
自
慢
微
粒
子
ノ
夏
－
一
小
－
一
シ
ア
而
シ
ア
「
ホ
モ
グ

l
ン
」
ナ

Y
モ
ノ
ヲ
多
ク
合
有
ス
w
F

滅
液
ノ
方
ガ
一
層
優
良
ナ
Y
見
疫
元
－
〆
Y

コ
ト
ノ
確
信
－
一
到
達
ス
。

（一

O
）
『
細
菌
健
』
ヲ
注
射
ス

Y

コ
ト
ガ
免
疫
獲
得
－
一
向
ツ
ア
絡
調
的
ニ
必
要
ナ
Y
カ
ノ
如
ク
考
フ

Y
ガ
如
キ
A

全
然
謬
見
ナ
リ
ノ
。
此
等
ノ

者
A

『
免
疫
元
ト
A

如
何
ナ
グ
’
化
撃
的
物
質
ナ
Y
カ
」
及
ピ
『
如
何
ナ
Y
理
皐
的
性
朕
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
カ
』
－
一
就
－
プ
十
分
ノ
考
察
ヲ
潟
ス
ア

要
ス
。
細
菌
健
郎
見
疫
一
冗
、
見
疫
一
冗
郎
細
蘭
健
ニ
－
Y
A
非
ザ
Y

モ
ノ
ナ
ソ
、
コ
レ
兎
疫
串
者
ノ
猛
省
ヲ
要
ス

Y
重
要
事
項
ナ

y
。

結

論

（
一
）
腸
窒
扶
斯
菌
肉
汁
培
養
上
澄
煮
沸
見
疫
元
ヲ
出
費
材
料
ト
ナ
叉
同
一
保
件
ノ
下
ニ
ア
鴻
過
前
上
澄
液
、
判
陶
土
棟
、
過
管
減
液
、
判
M
ペ

ペ
Y
U
J
ユ
ミ
ッ
ト
鴻
液
、
ペ

Y
ケ
プ
エ

Y
ド
鴻
液
及
ピ
ラ
イ
ヘ

Y
鴻
液
ノ
五
樟
類
ヲ
得
、
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Je r 50 ccm des so erhaltenen Zentrifugats wurden <lurch verschiedene Thonfilter L3, Silberschmiclts, Berkefelds, 

bzw. Reiche ls, unter dem Dru,ck von 40 mm  Hg getrieben. Die auf diese Weise hergestellten Filtrate wurden den 

Kaninchen, von denen je z eine Gruppe bildeten, intravenos eingespritzt, urn die Erzeugung des spezifischeロAgglutinins

irn Blute zu verfolgen. 

Die Ergebnisse der Versuche sind in folQ"enden Tabellen I und II zusammenσestellt. 
<> 

Tabelle I 

Agglulinintiter des Serums 

Art des M四 ge
， 

I王oktigens Vor der. Nach der I吋ektion,u. z. a皿
ccm 

Injektion 
5. Tag IO. Tag 15・Tag20. Tag 

0,5 33 2500 2000 IIOO 1000 

Zentrifugat 
0,25 18 1800 IJC'O IOOO 8oo 

Adsorbiertes 0,5 45 26oo 1800 1300 IOOO 

z_ntrifugat決
0,25 20 1800 IOOO 900 6oo 

*Zur Herstellung dies四 Testmateriahwurden 50 ccm d白 Zentrifugat-

Koktigens 24 Stunden lang in einem lZeichel-Filter gehalten und die 

imm,unpgenen. Dispersoide der A.dsつrptiondes Filters ii,bergegeben. 

Diese Fとststellunglehrt uns, dass bei der Filtration die Adsorption der antigenen Substa刊zen,die wir fi.ir Kolloi<::e 

halten, gar nicht in Frage kommt, wenn die durch Filter getriebeoe Menge Antigen mindestens 50 ccm betragt. 



Tabelle 11 

Agglutinintiter des Serums 
Art des Menge 

Nach der Injektion, u. z. am Koktigens ccm Vor der 
Injektion 

5・Tag 10. Tag 15. Tag 20. Tag 

Zentrifugat 33 2500 2000 llOI口 1000 

La』 FiIt rat 30 2000 16oo 1000 900 
ie 

Silbers《；hmidt-F. 30 1000 6oo 500 400 

Berke~eld-F-
0,5 

30 1800 1300 700 6oo 

Reichel-F. 18 400 200 90 80 

Zentrifugat 45 2500 2000 1200 900 

L~ -Filtrat 18 6000 5200 36oo 26oo 
ie 

Silberschmi<lt-F. 45 2000 1600 900 800 
I ，口

Berkefeld-F. 30 4耳00 4200 2500 2100 

Reichel-F. 18 400 200 150 80 

A us den obigen Versuchsergebnissen geht hervor, da同 der immunisatorische Erfolg der Koktoimmunogcne 
folgendenmassen zu graduieren ist : 

I) Zentrifugat> L3-Filtrat> Be比efeld-Filtrat'> SilberschmiιFiltrat> Reichel-Filtrat: und Z＼山r in der Test-dosis 
von 0.5 ccm. 

2) Iィ Filtr日t~ ， Berl王efeld-Filtrat>Zcntrifugat> Silberschmidt-Filtrat> Reichel-Filtrat : uncl Z¥¥'ar in der Testdosis 

von 1.0 ccm. 

Andercrseits habヒnwir die in 100 ccm der Anti gene enthaltenden gerinnbaren Eiwei日 korperin cler N-Menge bestimmt 

und die in Tabelle III zusammengestellten Bcfuudc erhalten : 

総4（~ 【国語 榔】 無＊ 守宅0同 ·c~m鰐 IO!) 
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Tabellel II. 

N-Menge der in 
Reihcr.f•υlge 

Erfolg der 
Art des roo ccm Antigen Immumsierurg 

enthaltenen dξS mit 
Koktoirnmunogens gerinnbaren Eiweiss-Cehaltes 0,5 ccm 1,0 ccm Eiwei凶 I、δrper

Zentrifttgat o,ou348 I I 3 
Adsorbiertes Zentnfugat 0,00985426 2 II 

L~ ・ FiIt rat 0,00914582 3 lII I 

Berkefeld令F1ltrat o,ooi868 4 IV 2 

S1!herschmitlt-Filt rat 0,00579435 5 v 4 
Reichel E1ltrcct 0,0031581 6 n 5 

Aus der ol〕i［，；じnFe日tstellungl誌sstsich sagen, <lass der immunisatorische Erfolg der Antigじnegewis北 rrnassen n司ch

ihrem GehλIt am gerinnbarem Eiwei同 dctcrrniniert werden kann. Nicht~占仁lestowcniger メetχt cine tiberaus groメsじ

Antigenm＜〕

weil sich【lat】ei仁li《二 GiftwirkungdじrEi＼＼，七l州 kijrpermehr geltend macht als ihre Antigenwirkung. 

Zusammenfassung. 

I) ])jじ Gr 刈 de当 l王leinstenTじilchcピlい clerKoktoimn noget 口1t klciner a］，占 0.2，，叩in’ι!en

Subs子、tι¥I じnp川，.，jじrtenin einer a恥 eh凶 chcn l¥Ienge a山 h eirn:: Rcichel-K仁川：：， deren Poren j,1 bじkanntlichnicht gri≫＂－＂ビ r

als 0.2" sine!. 

2) Bei cler Filtr,1tion ιIer .Koktoimmunogじ肘 komn 

gar nicht in B仁：tr・《icht’＼＼引111 nur ca. 50 ccm des Antigens abfiltriert werdじIl. 

3) Durch ιlie Filtratiιlll 【le巧 .Koktoi口 lllll刊 gじn-Z亡山汀ug巴1 durch vers 

en th，ιtltenじngr《削巴renTeilchen der Di討i〕じrsoideim Filter aufgehalten, so class also die }.;:_erzenfiltratc gegピn油 er den 

Zentrifugaten quλlitativ eine grossere Homogenitat besitzen. 

4) Diじ 判 <lurch Kerzenfiltration bewirkte Verbe同 erung der Qu礼lit斗td出 koktoimmunogじnメ dokumentierte 日ich
clarin, d川 sdieιlurch L, bzw. Berkefcld-Filtじrhergじ，.，tellten Filtr・川c cetr い paribuメ ein仁九usdnickiichc Steigerung des 
lmmun《clgglutininshじlbeifCihrten, wahrcnd daδχentI一ifugatungeachtet der StじigじIung der Gebrλuch~dυ目、 von o・5ccm auf 
1.0 ccm eher eine ¥'er・mindenmπderImmunitat als ErhけJiunπzur Fol'!<.: hλtk. ロ



5) Der g1 U出 te Agglutinintiter am 5. Tage bei der Testdosis ¥・on 1 ,o ccm betrug n孟mlich I : 2 500 beirn 

/'.entrifugugat, I; 60:>0 beim L:i-Filtrat Ltnd I ; 48Jo beim Berkefeld-Filtrat, wahrend sich derselbe beim Silberschmidt-

Filtrat als I: 2000 und beim Reichel-Filtrat als I : 400 heranstellte. 

6) Dar； 山 ersieht man, dass beim Zentr 

Yピrh礼ltni訟srna忌詰iggr。ssereist, wahrend die Toxizitat der oben erwahnten for ihre immunisatorische VVirkung betr注chtlich

kleiner ist. Zurn Zwecke der Steigerung der Immunit孟tkonnen somit die Filtrate in umso grδsseren Dosen einverleibt 

¥・¥'erden als '1ie Zentrifugate, ohne dass die Organismen dadurchぉtarkvergiftet worden und infolgedessen die Aus！らsung

dピrImm unit孟teher vermindert ware als erhoht. 

7) Beim Zentrifugat l孔日ndies nicht der Fall sein. Wird die Dosis des Zentrifugats iiber eine gewisse Grenze 

hinaus erhけht,so rnacht sich die Giftigkeit mehr geltend als die immunisatorische Aviditat. Die Folge davon ist, dass 

dビrmaxirnale Grad der Immunitat beim Zentrifugat ein deutlich kleinerer ist aいderbei den Filtraten. 

8) A us dじrobigen Fest旨teミllunggeht folgeildes hervor: Je gri)s兄er(kleiner）仁i孔S Teilchen des Immunogens i‘『t

恥討togrむsser(l王leiner) i ~当t auch seine Toxizit孟tfor seine immunogene Avidit批

Die bisher nachgewiescne unterste Grenze der Grosse des Teilchens von Typhusbazillcn-Immunogen war, wie 

en＼・注hnt,ca. 0.2". Ftir die oberste Grenze der Gn:i出 e des Teilchen、von Typhusbazillen-Immunogen !asst 亘ich die 

von einem Bazillus t）’phi angeben. D辻beistellt das Immunogen keine Dispe1・soicle mehr dar, einc der Ursachen, 

Mλrum die ToxizitLit einer Auふchwemmung vou Typlrnsbazillen (ohne disperse Immunoge日teilchじn im Medium) 

fi1r seinen immunisatorischen Erfolg am grij:,,.,ten ist. Somit kornmen wir zum Schlusδe, cl抗日 immuno~e n e M九teri~li e n

kυlloidchじmischmυglichst homogじn 日 in mi.b同 11 Ullι1 kcine Mikroben enthalten diirfen, wenn sie kleinstじ Toxizitat

uncl grossten immunisatorischen Erfolg entfalten. also bestc Immunogene sein sollen. Dies wird nur clardurch 

crreicht, class gekochte Aufschwemmungじnder Mikroben durch eine Thonkerze getriebじn werden. D川 1it clurfte die 

U eberlegenheit der Koktoimmunoge問 uber【lieV北 zi1 (Aufsclrn mmungen cler lVI引'l:ikrben) deutlich auseinanclerge討etzt 

討ein(Autoreたrat).
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